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28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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公共下水道雨水施設維持管理事業

部局名

（事業概要）
　大村ポンプ場排水区域・・・面積6.3ha、戸数180戸
　杭出津ポンプ場排水区域・・・面積7.4ha、戸数250戸
（手段）　大村ポンプ場と杭出津ポンプ場に設置したポンプで排水区域内の雨水を大村湾及び大上戸川に排水
する。

目

事業コード

54-3110

上下水道局

課 名

課 長 名

施 策

関 連 施 策

項

事 業 類 型

上下水道の整備

3

担当者名

款
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施設維持管理（補修）事業（義務）

大村市公共下水道事業計画

寺田　克巳 内線

会計
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下水道事業会計
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】

　平成20年度から包括的民間委託を実施し、管理費のコスト縮減効果が上がっている。本年度も引き続き、委託費、修繕費の削
減を図る。

見直しの余地なし

削減の余地なし

有
効
性

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

事業が抱える問題・課題等

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

　平成20年度から運転管理業務や保守管理業務の殆どについて、包括的民間委託を導入しコスト縮減
ができているので、当年度もこのまま事業を継続したい。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

　継続的、計画的に保守点検や修繕を実施することで、雨水ポンプ場の排水能力を確保し、地域の浸
水を防止することができる。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

　維持管理費は、下水道法の規定により補助対象外になっており、見直しの余地はない。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

やや低い

やや低い

高い やや高い【施策貢献度】

【事業成果】

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

　設備の適切な保守点検及び修繕を行い、施設の機能を維持することができた。

低い

該当なし

低い 該当なし

低い

該当なし

高い

該当なし

　年々、施設の老朽が進むにつれて故障個所・故障回数が増え、修繕にかかわる事業量及び事業費も
多くなっている。

やや高い 低い
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